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福井県立すこやかシルバー病院管理運営業務仕様書 

  

本仕様書は、福井県立すこやかシルバー病院（以下「すこやかシルバー病院」という。）の管理

運営業務を指定管理者が行うに当たり、管理運営業務の内容および水準等を定めるものである。 

 

第１ 基本方針等 

１ すこやかシルバー病院の目的および機能 

（１）目的 

認知症の人を診断治療しながら処遇の検討を行い、ならびに介護教育を行うことのでき

る総合的サービス機関として、介護教育を通して地域の医療・保健・福祉サービスの向上

を図る。 

（２）機能 

ア 認知症高齢者の治療（入院、外来、デイケア） 

イ 日常生活能力の改善 

ウ 家族介護者の教育（家族介護者、ボランティア、医療従事者等） 

 

２ 管理運営に関する基本方針 

指定管理者制度では、指定管理者は施設の管理権限と責任を有し、施設の管理を代行するも

のとされている。指定管理者は、施設の適正な管理を確保しつつ、住民サービスの向上と経費

の削減を図っていく必要がある。 

指定管理者は、すこやかシルバー病院を管理運営するにあたって、次の各項目に留意して円

滑に実施することとし、福井県は施設の設置者として必要に応じ指定管理者に対して指示等を

行う。 

（１）「地方自治法」（昭和 22 年法律第 67 号）、「福井県病院事業の設置等に関する条例」（昭和

41 年福井県条例第 48 号）、「福井県病院事業の設置等に関する条例施行規則」（平成 17 年福

井県規則第 82 号）、「福井県立すこやかシルバー病院使用料および手数料徴収条例」（平成 7

年福井県条例第 6 号）、「福井県立すこやかシルバー病院使用料および手数料徴収条例施行規

則」（平成 7 年福井県規則第 49 号）、「福井県個人情報保護条例」（平成 14 年福井県条例第 6

号）、「福井県外部監査契約に基づく監査に関する条例」（平成 11 年福井県条例第１号）、「福

井県財務規則」（昭和 39 年福井県規則第 11 号）、「福井県指定管理者制度基本条例」（平成

18 年福井県条例第 3 号）、その他関係法令等の内容を十分に理解し、法令の規定に基づいた

運営を行うこと。 

（２）公の施設であることを常に念頭において、公平な管理運営を行うことし、特定のものに有

利あるいは不利になる運営をしないこと。 

（３）県民の福祉向上を図るため施設の利用促進に努めること。 

（４）利用者の意見を管理運営に反映させ、利用者へのサービス向上に努めること。 

（５）施設の適正な管理運営を行うとともに、管理運営経費の削減に努めること。 

（６）福井県個人情報保護条例（平成 14 年福井県条例第 3 号）の規定に基づき、個人情報の適

正な取扱いを徹底すること。 

（７）指定管理の業務上知り得た内容について第三者に漏らしたり自己の利益のために利用しな
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いこと。指定期間の終了後も同様とする。 

（８）グリーン調達の推進や、資源リサイクルの徹底、エネルギー使用量の削減管理など、環境

に配慮した管理運営を行うとともに、利用者および業務関係者に対する情報提供または環境

教育に努めること。 

   また、福井県環境マネジメントシステムに基づくエコオフィス活動等に積極的に取り組む

こと。 

（９）福井県と密接に連携を図りながら管理運営を行うこと。 

 

第２ 指定管理者が行う業務の範囲 

１ すこやかシルバー病院における診療に関する業務 

（１）認知症の人を中心とした精神医療の提供（入院診療、外来診療、デイケア等の医療および

医療関連行為、認知症の研究を含む。） 

（２）使用料および手数料の徴収に関する業務 

 

２ すこやかシルバー病院における施設および設備の維持管理に関する業務 

（１）施設保守管理業務 

（２）設備機器の保守管理業務 

（３）設備機器の運転操作および監視業務 

（４）貸出備品等管理業務 

（５）清掃業務 

（６）保安警備業務 

（７）維持管理計画の作成 

（８）施設等整備不備による損害賠償 

（９）その他の業務 

 

３ 事業の企画および実施に関する業務 

（１）認知症の高齢者の介護に関する教育および研修に関する事業 

（２）認知症およびその予防に関する知識の普及および啓発に関する事業 

（３）認知症の高齢者に関する相談および指導に関する事業 

 

４ その他施設の管理運営に必要な業務 

（１）組織および人員配置 

（２）事業計画書の作成 

（３）事業報告書の作成 

（４）事業評価業務 

（５）保険への加入 

（６）関係機関との連絡調整事務 

（７）レストラン等との連絡調整事務 

（８）入居者負担経費の徴収 

（９）指定期間の前に行う業務 



 - 3 - 

（10）指定期間終了後の引継ぎ業務 

（11）指定管理の業務の範囲外 

 

第３ 業務内容の詳細 

Ⅰ すこやかシルバー病院における診療に関する業務 

１ 診療業務 

（１）診療科名、病床数 （福井県病院事業の設置等に関する条例） 

・精神科、神経内科、内科、外科 

・精神病床数 １００床 

 

（２）使用料および手数料の徴収に関する業務 

   （福井県立すこやかシルバー病院使用料および手数料徴収条例） 

   診療にかかる費用、各種証明書料等の徴収 

   ・使用料および手数料（例：診療報酬、患者負担金等）の収入調定、納入通知、収入の受

入、督促、催告、滞納整理および関連業務 

   ※徴収金は、福井県病院事業会計に納入する。 

   ※徴収事務に関しては、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３３条の２の規

定に基づく収納委託事務契約を別途締結する。 

 

（３）診療時間および休診日（条例第７条および８条） 

    すこやかシルバー病院の外来の診療時間および休診日は、原則として次の表のとおりとす

る。ただし、指定管理者は、必要があると認めるときは、知事の承認を得て外来の診療時間

および休診日を変更することが出来る。 

区 分 診療時間・休診日 

診療時間 外来の診療時間は知事の承認を得て定める。 

休 診 日 

・日曜日 

・国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）第３条

に規定する休日 

・１２月２９日から翌年１月３日までの日 

 

２ 医療機能 

（１） 認知症の専門的サービスの提供 

① 認知症の診断・治療 

② 患者のニーズに応じた適切な医療、保健、福祉サービスの提供 

③ 医療の質の向上のための認知症の研究 

 

（２） 認知症者専門のデイケアの提供 

① 在宅認知症者の心身の障害の回復・維持 

② 在宅認知症者の機能の回復・維持 

③ 在宅認知症者の日常生活の活性化 
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④ 地域医療・保健・福祉との連携 

⑤ 患者家族への精神・心理的支援と介護・福祉サービスの助言 

 

３ 緊急時の対応 

（１）指定管理者は、災害等緊急時の患者家族の避難、誘導、安全確保、必要な通報等について

の対応計画を作成し、緊急事態の発生時には的確に対応すること。 

（２）福井県が本施設を避難場所等として利用する必要があると認めるときは、その指示に従う

こと。 

 

Ⅱ すこやかシルバー病院における施設および設備の維持管理業務 

１ 基本的事項 

  指定管理者は、施設および設備、備品の機能と環境を良好に維持し、サービス提供が常に円

滑に行われるように、次の基本的事項を踏まえ、施設および設備、備品等の日常点検、保守お

よび法定の環境測定等の保守管理業務を行うこと。 

（１）指定管理者は、施設および設備の維持管理業務実施状況を記録した業務日誌を作成・保管

し、福井県の求めがあったときには提出すること。 

（２）施設および設備の修繕については、原則として指定管理者が負担すること。ただし、修繕

することにより病院事業会計の資産勘定に計上すべきものと県が判断した費用について

は、県負担とする。 

（３）故障等の発生や短期間のうちに故障等が発生すると見込まれる場合は、速やかに修繕工事

を行うこと。 

（４）原則として見積額１件１０万円以上の修繕および更新については、速やかに福井県に連絡

すること。 

 

２ 施設保守管理業務 

（１）指定管理者は、施設を適切に運営するために、日常的に点検を行い、仕上げ材の浮き、ひ

び割れ、はがれなどが発生しない状態を維持し、かつ美観を維持すること。 

（２）指定管理者は、施設を安全かつ安心して利用できるよう施設の保全に努めるとともに、建

築物等の不具合（軽微な場合を除く。）を発見した際には、速やかに福井県に連絡すること。 

 

３ 設備機器の保守管理業務 

（１）設備機器の法定点検および初期性能・機能保持のため、外観点検、機能点検、機器動作特

性試験、整備業務等を行うこと。 

（２）設備機器の保守点検業務に要する経費は、指定管理者の負担とする。 

 

４ 設備機器の運転操作および監視業務 

設備の適正な運用を図るために行う監視業務およびこれに関連する電力、用水、ガス等の需

給状況を把握すること。また、適切な運転記録をとること。また、環境に配慮した適正な運転

を行うとともに光熱水費等の削減に努めること。 

 

５ 物品管理業務 

（１） 指定管理者は、基本協定書別表に記載する県の物品について、預り物品台帳を整備す
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るとともに物品シールを貼付するなど、適切に管理すること。 

（２） 指定管理者は、基本協定書別表に記載する県の物品について、利用に支障をきたさな

いよう管理を行うこと。 

（３） 指定管理者が管理する基本協定書別表に記載する県の物品について、更新が必要な場

合は、福井県に報告すること。 

（４） 指定管理者が自ら所有または賃借した物品等を施設に設置するときは持込物品管理簿を

作成すること。 

（５） 指定管理者が指定期間の満了または指定の取り消しを受けた時は、指定管理者は自らの

責任と費用で持込物品管理簿に搭載する物品等を撤去および撤収するものとする。 

 

６ 物品購入業務 

（１） 基本協定書別表に記載する物品について、経年劣化等により管理業務の用に供する

ことができなくなった物品で、県が必要と認めた場合は、県の負担において同等の機能

および価値を有するものを購入または調達するものとし、当該物品の所有権は県に帰属

するものとする。 

（２） 基本協定書別表に記載していない物品で、見積額が１件につき１０万円（消費税お

よび地方消費税を含む。）以上の物品を購入または調達するときは、あらかじめ県と指定

管理者で負担および所有権について協議するものとする。 

（３） 基本協定書別表に記載していない物品で、見積額が１件につき１０万円（消費税お

よび地方消費税を含む。）未満のものを購入または調達するときは、指定管理者の負担で

行うものとし、当該物品の所有権は指定管理者に帰属するものとする。 

（４） 指定管理者が変更となったときは、指定管理者が利用料金収入および指定管理料

で購入した物品について、県と指定管理者との間で譲渡について協議する。 

 

７ 清掃業務 

 良好な衛生環境、美観の維持に心がけ、公共施設として快適な空間を保つために必要な清掃

業務を実施すること。 

  （１）日常清掃 

清掃の実施頻度等その内容については、指定管理者が施設の利用頻度等に応じて、現行の

作業基準を参考にした上で、適切に設定すること。衛生消耗品類は、常に補充された状態に

すること。 

 （２）定期清掃 

 日常清掃では実施しにくい以下に掲げる清掃等を確実に行うため、指定管理者が施設の利

用頻度等に応じた定期清掃を行うこと。 

・床洗浄ワックス塗布等 

 （３）特別清掃 

指定管理者は、日常清掃および定期清掃のほかに必要に応じて清掃を実施し、施設の適切

な環境衛生、美観の維持に努めること。 

 

８ 保安警備業務 

（１）すこやかシルバー病院の防犯、防火および防災に万全を期し、利用者が安心して利用でき

る環境を確保した保安警備業務を行うこと。 
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（２）機械警備システムを併用して 24時間警備を行うこと。 

（３）法令の規程に基づき防火管理者等を設置すること。 

 

９ その他の業務 

上記に定めるもののほか、施設および設備の維持管理に必要な業務を適正に実施すること。 

 

10 維持管理計画の作成 

指定管理者は、年度当初に施設維持管理計画（点検整備、法令に基づく測定・検査、調査等）

を作成し、福井県に提出すること。 

なお、計画に従って実施した点検・評価結果、整備状況、修繕等については記録を行い、施

設維持管理計画に反映させること。 

 

11 施設等整備不備による損害賠償 

（１）施設および設備の維持管理の不備により利用者に損害を与えた場合は、原則として指定管

理者において賠償すること。 

（２）施設および設備の維持管理の不備により主催者に対して正常な機能を提供できなかった場

合の損害についても、指定管理者において賠償すること。 

 

Ⅲ 事業の企画および実施に関する業務 

（１）認知症の高齢者人の介護に関する教育および研修に関する事業 

（２）認知症およびその予防に関する知識の普及および啓発に関する事業 

（３）認知症の高齢者人に関する相談および指導に関する事業 

※上記には、医師臨床研修制度への協力、看護師等医療技術者の実習生受入および養成機関

への講師派遣等の協力、講演会・事例検討会等への講師派遣等の協力を含む。 

 

Ⅳ その他施設の管理運営に必要な業務 

１ 組織および人員配置 

（１）配置人員等 

ア 管理運営業務を実施するために必要な業務執行体制を確保するとともに、労働基準法を

遵守し、管理運営を効率的に行うための業務形態にあった適正な人数の職員を配置するこ

と。 

イ 施設ごとに管理責任者を１名配置すること。 

ウ 職員の勤務体制は、施設の管理運営に支障がないように配慮するとともに、利用者の要

望に応えられるものにすること。 

エ 設備技術者は、施設の管理運営にあたり法令等により資格を必要とする業務の場合には、

各有資格者を選任すること。 

 

（２）研修等 

職員の資質の向上を図るため、研修を実施するとともに施設の管理運営に必要な知識と技

術の習得に努めること。 
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２ 事業実施計画書の作成 

 指定管理者は、毎年度末までに翌年度の管理運営に関する事業実施計画書を作成し、福井県

へ提出すること。実施計画書の主な内容は次のとおりとし、福井県と調整を図ること。 

ア 施設管理業務の実施計画および利用計画 

組織体制、施設稼働率、利用イベント数、利用者数、施設設備維持管理計画、課題分

析・事業評価方法 

  イ 使用料および手数料の収入見込み 

  ウ すこやかシルバー病院の管理に係る経費の収支見込み 

 

３ 事業報告書の作成 

（１）年次報告書 

指定管理者は、毎年度終了後３０日以内に、事業報告書を福井県に提出すること。事業報

告書の主な内容は次のとおりとする。詳細については、福井県と指定管理者が締結する協定

で定める。 

 ア 施設管理業務の実施状況および利用状況 

組織体制、施設稼働率、利用イベント数、利用者数、施設設備維持管理状況、課題分

析と事業評価 

   イ 使用料および手数料の収入実績 

   ウ すこやかシルバー病院の管理に係る経費の収支状況 

（２）月次報告書 

指定管理者は毎月報告書を作成し、翌月１０日までに福井県に提出すること。月次報告書

の主な内容は次のとおりとする。 

   ・ 施設稼動率、利用イベント数、利用者数、使用料および手数料の収入状況、利用者等

からの苦情とその対応状況 

（３）その他の事業報告 

   その他、管理業務の実施状況を把握するために必要な事項について、福井県の求めに応じ

て随時報告を行うこと。 

 

４ 事業評価業務 

（１）利用者アンケート調査 

指定管理者は、利用者アンケート等により利用者等の意見や要望を把握し、利用者の意見

を管理運営に反映させ、利用者へのサービス向上に努めること。 

（２）事業評価 

指定管理者は、施設の管理運営に関して数値目標管理による業務の効果測定および評価を

行い、その結果を前記の事業報告書にまとめ福井県に提出すること。 

 

５ 保険への加入 

 指定管理者は募集要項、仕様書に定める自らのリスクに対して、適切な範囲で保険等に加入

すること。 

 

６ キャッシュレス決済システムの導入・推進 

  現在、福井県の県有施設で導入している決済方法については、業務開始と併せて導入すると
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ともに、指定期間内に県有施設において導入された決済方法についても、同時に導入するよう

努めること。（導入経費および決済手数料等は指定管理者の負担とする。） 

  (参考)現在、県有施設で導入している決済方法 ＰａｙＰａｙ（ＱＲコード決済） 

 

７ 関係機関との連絡調整事務 

（１） 医師会、全国自治体病院協議会、福井県精神科病院協会等関係団体、大学等との協議体

制の構築 

（２） 健康福祉センター、精神保健福祉センター等関係行政機関との連携 

（３） 専門医療機関や総合病院との連携による治療体制の強化 

（４） かかりつけ医や介護施設、地域包括支援センター等との連携による循環的な医療提供体

制の整備促進 

（５） 患者家族会活動の支援 

 

８ レストラン等との連絡調整事務 

 指定管理者は、来館者へのサービス向上のために、レストラン、売店、自動販売機等を運営

する事業者と施設管理上必要な事項についての連絡調整等を行うこと。 

 

９ 入居者負担経費の徴収 

指定管理者は、施設の入居者（行政財産の目的外使用として県が許可した団体）から施設利

用に伴う次の経費を徴収し、一括して電力会社等へ支払いを行う。 

  ・ 事務室入居団体に係る光熱水費、維持管理費（清掃費等）等 

 

10 指定期間の前に行う業務 

（１）協定項目についての福井県との協議 

（２）事業計画書の作成、協議 

（３）使用料および手数料等の設定、協議 

（４）配置する職員等の確保、職員研修 

（５）イベント誘致事業計画書の作成、協議 

（６）業務等に関する各種規程の作成、協議 

（７）現行の管理団体からの業務引継ぎ 

 （８）その他福井県が必要と認める業務 

 

11 指定期間終了後の引継ぎ業務 

（１）指定管理者は、指定期間終了後、次期指定管理者が円滑かつ支障なく本施設の業務を遂行

できるよう、引継ぎを行うこと。 

（２）指定期間終了後または指定の取消し等により次期指定管理者へ業務を引き継ぐ際は、円滑

な引継ぎに協力するとともに、必要なデータ等を遅滞なく提供するものとする。特に、施設

の利用予約に関しては遺漏がないよう十分留意すること。 

 

12 指定管理の業務の範囲外（行政財産の目的外使用許可） 

レストラン、自動販売機、公衆電話ボックス、電柱、入居団体等の利用許可については、

福井県が目的外使用許可を行い、その使用料は福井県の収入とする。 
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第４ その他留意事項 

１ 実地調査等の実施 

福井県は、施設の管理運営の適正化のため必要と認めた場合は、指定管理者に対して、事業

および経理の状況等について、定期的または臨時に実地調査および必要な指示を行うことがで

きる。 

（１）物品の棚卸 

指定管理者は、福井県の立会いのもと、年１回、基本協定書別表に記載する物品の確認

を行う。 

（２）廃棄および取換えが必要な物品 

物品の棚卸時に、指定管理者は、廃棄および取換えが必要な物品について、福井県と協

議する。 

（３）施設および設備の状況 

指定管理者は、福井県の立会いのもと、施設および設備の状況について確認を行う。 

 

２ 監査 

福井県監査委員等が、必要に応じ指定管理者に対し、実地に調査し、または必要な記録の提

出を求める場合があるので、すみやかに対応すること。 

 

３ 会計・経理の原則 

指定管理者は、すこやかシルバー病院の経営について自主事業と区分して収支を明らかにす

るために特別会計を設け、地方公営企業法の会計方式に基づく経理を行うものとする。 

 

４ 指定管理料等 

 （１）福井県が指定管理者に対して支払うもの 

   福井県は、指定管理者に対して次のものを支払うものとする。 

   支払・精算方法については、別途協議する。 

  ア 診療報酬等交付金 

    指定管理者が行った診療に伴う診療報酬については、診療報酬相当額を交付する。 

  イ 政策医療交付金 

地方公営企業法第１７条の２の経費の負担の原則により、指定条件として定める政策医

療の実施や繰入基準により定められた経費を予算の範囲内で交付する。ただし、支払額

については、４（２）アの病院事業会計負担金を控除した額とする。 

参考資料２ 政策医療交付金参考資料 参照 

  ウ その他の収入 

    指定管理業務に伴うその他の収入については、収入相当額を支払うものとする。 

 

（２）指定管理者が福井県に対して支払うもの 

   指定管理者は、福井県に対して次のものを支払うものとする。 

  ア 病院事業会計負担金 

    指定管理者は、福井県病院事業会計の必要経費を負担するものとする。ただし、４（１）

イの政策医療交付金から控除することにより負担したものとする。 
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    （企業債利息償還金、減価償却費、長期前払消費税償却、火災保険料、消費税等） 

参考資料３ 病院事業会計負担金参考資料 参照 

  イ 指定管理者負担金 

負担額については、事業計画書により提案した次の A の率を、次の式により算定した額

とする。支払・精算方法等については、別途協議する。 

 

当該年度の指定管理業務に係る純利益 × A（％） 

A：負担率       ３０％以上とする 

 

 

５ 病院機能評価の取得 

  指定管理者は、指定期間内に（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価を取得（更

新）するものとする。 

 

６ 業務不履行時の処理 

（１）指定管理者の責めに帰すべき事由により事業の継続が困難となる恐れが生じた場合、管理

運営業務が業務要求水準を満たしていない場合、または利用者が施設を利用する上で明らか

に不適切と認められる状況にある場合は、福井県は指定管理者に対して改善勧告等の指示を

行い、期限を定めて改善策の提出および実施等を求めることができる。 

   この場合、指定管理者が当該期限内に改善することができなかった場合は、福井県は指定

管理者の指定を取り消し、または業務の全部または一部を停止させることができる。 

（２）上記（１）により指定管理者の指定が取り消され、または業務停止となった場合、福井県

は指定管理者に生じた損害の賠償の責を負わないほか、指定管理者は福井県に生じた損害を

賠償しなければならない。 

（３）指定定管理者は、事業の継続が困難になった場合またはその恐れが生じた場合、速やかに

福井県に報告しなければならない。 

（４）不可抗力その他福井県または指定管理者の責めに帰することができない事由により管理の

継続が困難となった場合は、福井県と指定管理者は事業継続の可否について協議することと

する。 

 

７ 協定等 

福井県と指定管理者は、業務内容および管理の基準の詳細について協議の上、協定を締結す

る。 

協定は、指定期間全体の包括協定および毎事業年度ごとの年度別協定とする。協定の主な項

目は次のとおり予定している。 

（１）包括協定 

指定期間、指定管理者の業務の範囲、業務内容の変更中止等、指定管理者の責務、交付金、

負担金、使用料および手数料の徴収、個人情報等の管理の取扱い、モニタリングおよび事業

報告に関する事項、指定の取消しおよび管理業務の停止に関する事項、引継ぎに関する事項、

一般的損害に対する損害賠償責任、使用に係る不服申し立てに関する取扱い、権利義務の譲

渡の禁止、危険負担に関する事項、備品等の管理物件に関する事項、修繕等の費用負担、原

状回復義務、帳簿等の整備、管理規程等の制定、重要事項の変更の届出、事故報告、その他
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必要と認める事項 

（２）年度別協定 

当該年度業務の仕様、当該年度の交付金負担金等の額、その他必要と認める事項 

 

８ 業務における責任分担 

福井県と指定管理者との責任分担の基本方針は次のとおりである。 

項  目 
指 定 

管理者 
福井県 備 考 

 すこやかシルバー病院の運営管理（苦情対応、広報

等含む） 
○   

 施設、設備、備品等の維持管理 ○   

 施設、設備の利用許可 ○   

 使用料および手数料の徴収 ○   

 使用料および手数料の減免承認 
○  

条例および規則

で定める基準を

遵守すること。 

 行政財産の目的外使用許可  ○  

施設、設備の修繕 

（資産勘定に計上するもの） 

（事故・災害によるもの） 

（施設管理上の瑕疵によるもの） 

 

 

協議事項 

○ 

 

○ 

協議事項 

 

 

物品の購入 

（基本協定書別表に記載の物品） 

（基本協定書別表に記載していない物品で１件
当たりの見積額が１０万円以上のもの） 

（基本協定書別表に記載していない物品で１件

当たりの見積額が１０万円未満のもの） 

 

 

事前協議 

 

〇 

 

○ 

事前協議 

 

 

 施設利用者等への損害賠償（下記以外のもの） 

   〃  （施設管理上の瑕疵によるもの） 

協議事項 

○ 

協議事項 

 
 

 利用者賠償保険への加入 ○   

 施設の火災保険加入  ○  

 災害時の対応（連絡体制確保、被害調査・報告、 

        応急措置） 

   〃   （指揮、指示等、本格復旧） 

○ 

 

 

○ 

 

 物価等の変動 ○  光熱水費等 

 需要の変動 ○  利用者減少等 

 資金調達等 ○   

 包括的な管理責任  ○  

※協議事項については、事案ごとの原因により判断するが、第一次責任は指定管理者が有するも

のとする。 

 

管理業務仕様書の添付書類 

 参考資料１ 福井県立すこやかシルバー病院の概要 

 参考資料２ 政策医療交付金参考資料 

 参考資料３ 病院事業会計負担金参考資料 

 参考資料４ 福井県立すこやかシルバー病院物品一覧 

 

 


